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三

入
院
期
間

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
五
条
の
九
第
四
項
中
「
別
紙
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
」
及
び
「
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の
四
に
よ
る
」を
削
る
。

第
百
五
条
の
十
一
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

第
百
五
条
の
十
一
第
二
項
本
文
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
を
提
出
す
る
場
合
」
を
加
え
、「
添
付
」
を「
併
せ
て
提
出
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
添
付
」
を
「
提
出
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
添
付
」
を
「
併
せ
て
提
出
」
に
改
め

る
。第

百
五
条
の
十
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

第
百
六
条
第
七
項
中
「
別
紙
様
式
第
二
十
五
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を

「
、
医
師
又
は
助
産
師
に
よ
る
当
該
出
産
に
関
す
る
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
項
に

次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

出
産
し
た
者
及
び
そ
の
者
が
出
産
し
た
子
の
氏
名
並
び
に
出
産
年
月
日

三

請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
六
条
第
八
項
中
「
添
付
」
を
「
併
せ
て
提
出
」
に
改
め
る
。

第
百
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
一
号
の
二
に
よ
る
」
を「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」に
、「
組

合
」
を
「
、
人
事
担
当
者
に
よ
る
当
該
育
児
休
業
等
が
承
認
さ
れ
た
期
間
及
び
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
生
年
月

日
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

請
求
期
間
、
請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
一
条
の
三
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
一
号
の
四
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」

を「
、
人
事
担
当
者
に
よ
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
の
承
認
期
間
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

請
求
期
間
、
請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
二
条
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を
「
、
市

町
村
長
又
は
警
察
署
長
に
よ
る
当
該
死
亡
に
関
す
る
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
三
条
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
三
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を
「
、
市

町
村
長
、
消
防
署
長
又
は
警
察
署
長
に
よ
る
当
該
災
害
に
関
す
る
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
三
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
の
二

削
除

第
百
十
三
条
の
二
の
二
を
削
る
。

第
百
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
住
所
」
を
「
、
住
所
及
び
基
礎
年
金
番
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
組

合
員
期
間
等
」
の
下
に「（
以
下
「
組
合
員
期
間
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
及
び
生
年
月
日
」
を

「
、
生
年
月
日
及
び
基
礎
年
金
番
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮こ

」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
請

求
書
」
の
下
に
「
を
提
出
す
る
場
合
」
を
加
え
、「
添
付
」
を
「
併
せ
て
提
出
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

二

組
合
員
期
間
等
の
う
ち
組
合
員
期
間
以
外
の
期
間
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
に
係
る
管
掌
機
関
の

確
認
を
受
け
た
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書

第
百
十
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
別
表
第
二
号
表
」
を
「
別
表
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
請
求
書
に

添
付
」
を
「
提
出
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
」
に
改

め
る
。

第
百
八
条
本
文
中
「
別
紙
様
式
第
二
十
八
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」に
、「
に
市
町
村
長（
特

別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
区
長
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
を
、
市
町
村
長
」
に
、「
写
」
を
「
写
し
」
に
、「
を

添
え
て
、」を
「
と
併
せ
て
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
写
に
か
え
」
を
「
写
し
に
代
え
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
並
び
に
そ
の
者
と
組
合
員
と
の
続
柄
並
び
に
死
亡
年
月
日
及
び
埋

葬
年
月
日

三

請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
九
条
第
一
項
中
「
別
紙
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を

「
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
当
該
傷
病
の
た
め
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と

併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

傷
病
名
及
び
当
該
傷
病
が
発
病
し
た
年
月
日

三

勤
務
で
き
な
く
な
つ
た
最
初
の
年
月
日

四

請
求
期
間
、
請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
九
条
第
二
項
中
「
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
」
を
「
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
」
に
、「
添

付
」
を
「
併
せ
て
提
出
」
に
改
め
る
。

第
百
十
条
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を
「
、
医
師
又

は
助
産
師
に
よ
る
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

出
産
し
た
年
月
日
及
び
出
産
予
定
年
月
日

三

請
求
期
間
、
請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
百
十
一
条
中
「
別
紙
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、「
組
合
」
を
「
、
所

属
長
に
よ
る
当
該
休
業
に
関
す
る
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
書
類
と
併
せ
て
組
合
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

組
合
員
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号

二

勤
務
で
き
な
か
つ
た
期
間
及
び
理
由

三

請
求
期
間
、
請
求
金
額
並
び
に
払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

四

そ
の
他
必
要
な
事
項
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